
2006年 (平成18年)11月 28日  火 曜 日

!006年あなたが決める福知山市 10大ニ ュ

|を 募集 して いる。

手、同市であ った出来1事で、候補に挙げ

頁目の中か ら選んでもらう。候補には新

汗、市議増員選、新福知山市民病院診療

福知山成美高の甲子園での7舌躍などが

っている。

市役所 と 3支 所、図書館などにある所定の

用紙に記入 して郵送 (切手不要 )、 も しくは

同施設に設けられる応募箱に投函、市のホー

ムページなどか ら応募で きる。対象は市内在

住、通勤、通学者。抽選で 20人に記念品を贈

る。 12月 8国 必着。問い合わせは市秘書広報

記采女蛍0773(24)7000。

回収 した発泡スチロールを細かく砕き、リサイ

クルの機械に乗せる施設利用者

(舞鶴市野村寺 ・みずなざ高野学園)

卜
か
ら
ご
み
と
し
て
出
る
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
類
を

引
き
取

り
、
再
資
源
化
す
る
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
始
め
た
。
同
学

園
は

「新
事
業
を
軌
道
に
乗

せ
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
で
増
え
た
施
設
利
用
料

運
搬
補
助
や
ラ
ベ
ル
は
が
し

新
．し
い
仕
事
も
増
え

舞
鶴
市
野
村
寺
の
知
的
障

害
者
授
産
施
設

「み
ず
な
ぎ

高
野
学
園
」
が
こ
の
は
ど
、

府
内

の
福
祉
施

設
で
初
め

て
い
産
業
廃
棄
物
処
分
業
と

同
収
集
運
搬
業
の
資
格
を
取

得
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

舞
鶴
の
授
産
施
設
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の
負
担
分
を
給
与
ア

ッ
プ
で

補
い
た
い
」
と
し
て
い
る
。

同
学
園
は
六
年
前
か
ら
、

舞
鶴
市
に
支
社
が
あ
る
食
品

容
器
製
造
会
社
か
ら
機
械
の

無
償
貸
与
を
受
け
、
同
社
で

発
生
す
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の

残
片
を
粒
上
の
原
料
に
戻
す

下
請
け
事
業
を
実
施
。
利
用

者
に
給
与
を
払

っ
て
き
た
。

し
か
し
、
四
月

の
同
支
援

法
の
施
行

で
「個
人
差
は
あ

る
が
、
利
用
者
全
員

の
負
担

金
が
増
え
た
」
と
い
い
、
十

一

月

一
日
か
ら
新
た
に
ス
ー
パ

ー

マ
ー
ケ

ッ
ト

チ

ェ
ー

ン

「
フ
ク

ヤ
よ
宮

津

市
）
と

提

携
。
学
園
の
自
主
事
業
と
し

て
、
今
ま
で
産
業
廃
棄
物
と

し
て
出
し
て
い
た
生
鮮
食
品

用
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど

を
回
収
、
再
資
源
化
し
て
販

売
す
る
仕
事
を
始
め
た
。
回

プラスチック類再資源化

収
の
際
の
運
搬
補
助
や
、
商

品
名
の
ラ
ベ
ル
は
が
し
な
ど

新
し

い
仕
事
が

で
き
た
た

め
、
仕
事
に
参
加
で
き
る
人

数
が
従
来
の
倍

二
十
五
人
に

増

え
た
は
か
、
貸
与
さ
れ
た

機
械
の
使
用
が
許
可
さ
れ
て

お
り
、
設
備
を
拡
張
せ
ず
に

収
益
増
が
見
込
め
る
。

指
導
主
任
の
渡
田
康
寛
さ

ん
Ｇ
こ
は

「社
会
貢
献
が
実

感
で
き
る
仕
事
に
利
用
者
が

生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で
く

れ
て
い
る
」
と
喜
び
、

「今

後
さ
ら

に
取
引
先
を
増
や

し
、
少
し
で
も
利
用
者
が
自

由
に
使
え
る
お
金
を
増
や
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

Sド カ 折同 ~デ

ン
ン

綾
部
の
児
童
ら

馬
術

の

一
流

選
手

を
招

き
、
子
ど
も
た
ち
に
乗
馬
の

楽
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
う
体

（東
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ｆ
ミ
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３ヨ
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一く
と
、
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み
ず
な
ぎ
学
園
で
学
園
祭

市
民
と
交
流
の
輪
広
げ
る

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
や
模
擬
店
な
ど

第
二
十
三
回
み
ず
な
ぎ
学

園
の
学
園
祭
が
四
日
、
鹿
原

の
同
学
園
で
あ

っ
た
。
利
用

者
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
、
地
域
の
人
た

ち

が
参
加

し
、
ア
ト

ラ
ク

シ
ョ
ン
や
模
擬
店
を
楽
し
ん

だ
り
、
利
用
者
の
制
作
し
た

陶
芸
作
品
や
絵
画
な
ど
を
鑑

賞
し
た
。

同
学
園
は
鹿
原
や
高
野
、

丸

国
に
知
的
障
害
者

の
授

産

・
更
生
施
設
を
運
営
し
、

利
用
者
た
ち
が
自
主
製
品
づオープエングで歌を披露する利用者ら

く
り
や
ア
ー
ト
活
動
な
ど
に

取
り
組
む
。
そ
う
し
た
成
果

を
披
露
し
、
市
民
と
交
流
を

深
め
る
場
と
し
て
学
園
祭
を

開
い
て
い
る
。

利
用
者
ら
が
作

っ
た
オ
リ

観
凶
日
□

木
村
流
大
正
琴
演
奏
会

「琴
遊
　
歓
び
の
祭
血
往

北

近
畿
大
会

⌒木
村
流
全
日
本

大
正
琴
指
導
者
協
会
北
近

畿
・京
都
支
部
琴
遊
会
主
催
、

舞
鶴
市

民
新
聞
社
な
ど
後

援
）
が
三
日
、
北
田
辺
の
市

民
会
館
で
開
か
れ
、
大
正
琴

の
音
色
を
会
場
に
響
か
せ
た

＝
写
真
。

演
奏
会
に
は
、
生
涯
学
習

と
し
て
木
村
流
大
正
琴
を
学

ぶ
人
た
ち
と
指
導
す
る
講
師

塙藻カ ―や

クラ 露

ジ
ナ
ル
曲
習
匡
な
ど
を
歌

っ

て
開
幕
。
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ら

約
八
十
人
も
手
伝

っ
て
、
う

ど
ん
な
ど
の
模
擬
店
が
並
ん

だ
ほ
か
、
お
茶
や
額
縁
な
ど

の
自
主
製
品
を
販
売
、
想
像

力
豊
か
な
陶
芸
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち

で
娠
わ

っ
た
。
午
後
か
ら
は

岡
田
豊
早
春
会
の
踊
り
な
ど

も
あ

っ
た
。

ら
約
二
百
五
十
人
が
出
演
。

「好
き
な

っ
た
人
岩
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
」
な
ど
懐

か
し

い
メ

ロ
デ
ィ
ー
の
ほ

か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ビ
バ
ル

デ
ィ
の

「
四
季
」
な
ど
、
幅

広
い
曲
目
を
演
奏
し
た
。
ま

た
、
最
後
に
は
木
村
流
の
宗

家

・
家
元
の
演
奏
も
行
わ
れ

た
。

山
村
の
衣
食
住
、
道
具
な
ど

「山
の
め
ぐ
み

里
の

丹
後
地
方
の
出
村
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
衣
食
住
や
道

具
な
ど
、
生
活
を
紹
介
し
た

特
別
展

「山
の
め
ぐ
み
　
里

の
め
ぐ
み
」
が
、
宮
津
市
の

府
立
丹
後
郷
土
資
料
館
で
開

か
れ

て
い

家
の
屋
中

渋
づ
く
払

いＪ
ド
■
雄
ｒ
，
単
様
枕
臨
脩
軸
中
Ｅ

サ
サ
章
き
民
家
の
屋
根
の
葺
き
替
え
作
業

企
ネ
丹
後
市
大
宮
・

第
３２
回
西
高
進
路
セ
ミ

ナ
ー
　
八
日
午
後
三
時
半

か
ら
引
上
の
西
舞
鶴
高
校

で
。
近
畿
大
学
理
工
学
部
教

授
の
宗
像
恵
さ
ん
が

「
ク
レ

代
さ
ん
、
ギ
タ
ー
の
岡
本
博
　
ホ
ー
ル
奇

文
さ
ん
、
ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス
の
　
山
龍
雲
生

荒
玉
哲
郎
さ
ん
が
ア
ル
ゼ
ン
　
ロ叩
約
四
｛

チ
ン
タ
ン
ゴ
を
主
体
に
し
た
　
る
。
ま
、

ジ
ャ
ズ
を
演
奏
す
る
。
三
千
　
俳
句
協
へ

円
⌒ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
）
。　
俳
句
作
』

申
し
込
み
は
同
カ
フ
ェ

（ａ
　
品
三
十
一ｔ

６３

，
７
１
７
７
）
へ
。
　
　
　
る
。
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